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　小学生の放課後の居場所づくりとして，公民館・各種団体・地域ボランティア等が一緒になって「泉川っ子体験教室」を実施してい
る。また、平日の放課後は「放課後まなび塾」を開催し、地域の教員ＯＢ等が児童の自主学習のサポートを行っている。
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● 地域学校協働活動を実施しての効果・成果

　  「心豊かで社会の一員としての自覚と責任をもった子どもの育成」を校区全体の教育目標として地域学校協働活動を実施した結
果、子供たちが地域活動に自主的に参加するようになってきた。毎月の地域の清掃活動「大好き泉川の日」についても、今では中学
生が主体的に清掃場所の選定を行うなど、自分たちに何ができるのかを考えて行動するようになっており、地域貢献したいという意識
が高まっている。また、学校運営協議会の充実と、子供たちのまちづくりへの参画をさらに進めるため、泉川中学校の「生徒会の専門
委員会」と、地域の方々で構成される「泉川校区まちづくり連合自治会の各部会」とが連携して、様々な活動を企画・運営する「まちづ
くり専門委員会」を開催するなど意欲的な取組につながった。

● その他

　実施にあたっては学校と地域からの信頼の厚い元公民館長に、市内で初めて地域学校協働活動推進員を委嘱し、学校運営協議
会の委員長を兼任することで、地域での連絡・調整がスムーズになり、学校運営協議会での意見を協働活動につなげることができて
いる。また、学校と地域の行事を掲載したコミュニティ・カレンダーをリニューアルし、校区内で全戸配布するなど、多くの地域住民の参
加を促す工夫も行っている。

参考URL https://izumigawa-j.esnet.ed.jp/

●連絡先 新居浜市教育委員会　学校教育課 0897-65-1301
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　市内でもいち早く平成２１年度から地域住民による学校支援（登下校の見守り活動、読み聞かせ、学校の環境整備、地域清掃
等）に取り組んでおり、長年にわたって地域と学校との間で課題や目標を共有しながら課題解決のための活動を継続してきた。平
成２９年３月には泉川小学校、泉川中学校がコミュニティ・スクールとなったことにより、地域全体で教育目標を共有し、学校運営
協議会と一体的な地域学校協働活動を推進している。
　小学生の居場所づくりとして地域住民との体験・交流による「泉川っ子体験教室」や平日の放課後に自主的な学習を教員ＯＢ等
が学習支援員としてサポートする「放課後まなび塾」を実施している。

● 活動の特徴・工夫

【地域学校協働活動としての特徴的な取組】

　平成２９年３月に泉川小・中学校がコミュニティ・スクールとなったことで、校区の教育目標が地域にも共有され、学校運営協議会で
活発な熟議を行うことで、これまでの教育活動を見直し、従来からの活動に加えて様々な地域学校協働活動（小中が合同で実施した
防災交流遠足、職場体験学習の拡充、地域の大学生や高校生が小・中学生に勉強を教える夏休み・冬休み学習会など）が実施さ
れている。
　　「大好き泉川の日」は、毎月第２日曜日に泉川中学校の生徒と、保護者、地域の方々が集まり、泉川校区をきれいにするために行
う奉仕作業で、実施場所は、中学生が生徒会の中で話し合い、地域の方々と相談をしながら決定している。

【実施に当たっての工夫】
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～コミュニティ・スクールと一体的な地域学校協働活動の推進～
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